
① 成績評価は原則として、年２回の期末に各科目毎の評価を行う。

（注）

②

③ 評価基準はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階とし、Ａ～Ｃを合格（単位修得）とする。

Ａ＝科目に対する理解及び日常の学習状況が著しく優秀な者。

（成績評価が８０点以上）

Ｂ＝科目に対する理解及び日常の学習状況が良好な者。

（成績評価が７０点以上７９点以下）

Ｃ＝科目に対する理解及び日常の学習状況がやや劣る者。

（成績評価が６０点以上６９点以下）

Ｄ＝科目に対する理解及び日常の学習状況が著しく劣る者。

（出席時間数が３分の２未満、もしくは成績評価が６０点未満）

④ 成績表

【成績評価に係る指標の算定方法】

学科ごとに成績分布状況を把握するため、半期終了時点で履修した全ての科目についてシラバス
に記載されている評価基準に基づき点数化(１００点満点)し、合計した上でその平均点を算出する。

成績評価

同一名称であっても、末尾にⅠ・Ⅱ等の記号の付されているものは、それぞれ別科目として
取り扱う。

成績評価は、期末試験の他、確認テスト・課題・レポート・検定取得状況等、シラバスに記載の評価
基準に基づき総合的に評価する。

各期末に成績評価、出席状況及び検定取得状況を記載した成績表を作成し、保護者（保証人）に郵
送する。


